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板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
国
の
増
税
政
策
に
よ
り
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
住
民
税
非
課
税

か
ら
課
税
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
負
担
額
に
影
響
の
あ

る
事
業
、
利
用
で
き
な
く
な
る
事

業
、
利
用
者
負
担
金
が
増
加
す
る

事
業
が
出
て
く
る
。
引
き
続
き
利

用
で
き
る
よ
う
に
軽
減
措
置
、
事

業
の
範
囲
を
拡
大
・
拡
充
す
る
こ

と
が
必
要
。

　

福
祉
保
健
部
長　

影
響
が
出
る

事
業
は　

事
業
あ
る
。
お
む
つ
サ

１０

ー
ビ
ス
は
、
現
在
利
用
し
て
い
る

人
が
継
続
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
他
の
高

齢
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
２
年
間

の
経
過
措
置
を
設
け
、
非
課
税
の

ま
ま
の
扱
い
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

高
齢
者
住
宅
は
、
１
年
遅
れ
で
新

大
増
税
計
画
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
問
う

階
層
に
移
行
す
る
よ
う
な
措
置
を

考
え
て
い
る
。

　

�
東
京
都
は
、
認
可
保
育
所
運

営
費
の
都
加
算
補
助
な
ど　

事
業

１３

を
今
年
度
で
廃
止
し
、
来
年
度
か

ら
子
育
て
推
進
交
付
金
に
再
構
築

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

今
ま
で
の
補
助
金
の
額

を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
都
が
培
っ
て
き
た
事
業
を

市
に
お
ろ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
各

市
の
財
政
状
況
で
、
ば
ら
つ
き
が

出
る
。
こ
の
辺
を
考
え
な
が
ら
、

市
長
会
等
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
体
制
の

充
実
を

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

�
貫
井
北
町
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
が
好
評
で
あ
る
が
、

さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
、
�
市

内
東
方
面
で
経
費
面
も
考
慮
し
、

児
童
館
を
活
用
し
て
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
拡
充
し
な
い
か
。
�
虐
待

相
談
対
応
事
業
の
充
実
を
。
�
育

児
教
室
で
あ
る
エ
ン
ゼ
ル
教
室
な

ど
を
増
や
さ
な
い
か
。
�
幼
保
総

合
施
設
の
研
究
を
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
児
童
館

運
営
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
現

在
児
童
館
一
館
を
委
託
し
た
い
と

提
案
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
広
場

事
業
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　

子
育
て
支
援
課
長
補
佐　

�
平

成　

年
度
を
目
途
に
先
駆
型
に
移

１９
行
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
実
施
に
は

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多
い
の
で

今
後
検
討
し
た
い
。

　

教
育
部
長　

�
研
究
し
て
み
た

い
。

　

�
平
成　

年
度
の
市
制
施
行　

２０

５０

周
年
に
、
�
小
金
井
市
史
発
行
の

検
討
は
。
�
市
民
を
含
め
た
企
画

実
行
委
員
会
を
設
置
し
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

�
近
現
代
の
資

料
収
集
は
集
中
的
に
行
っ
て
い
る

が
、
ま
と
め
る
に
は
時
間
的
に
厳

し
い
。
記
念
出
版
物
で
小
金
井
桜

の
集
大
成
な
ど
検
討
し
た
い
。

　

企
画
課
長　

�　

年
度
早
々
に

１８

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
た
い
。

障
害
者
の
所
得
保
障
と

就
労
支
援

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
�
障
害
者
自
立
支
援
法
は
当

事
者
の
意
見
の
反
映
不
十
分
、
高

負
担
等
で
ほ
と
ん
ど
の
障
害
者
が

反
対
し
て
い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

�
負
担
の
増
加
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
人
へ
の
対
応
は
。
�

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
は
近

隣
市
と
連
携
と
あ
る
が
可
能
か
。

�
立
川
市
に
あ
る
雇
用
促
進
機
構

と
の
連
携
は
。
�
非
常
勤
な
ど
へ

の
障
害
者
雇
用
の
拡
大
を
。

　

市
長　

�
三
障
害
が
一
元
化
さ

れ
、
障
害
者
が
働
け
る
社
会
に
な

っ
て
い
く
方
向
が
前
進
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
利
用
者
負

担
が
わ
か
り
に
く
い
状
況
だ
が
、

国
に
更
な
る
激
変
緩
和
措
置
を
要

求
す
る
。
�
環
境
政
策
課
に
も
協

力
を
い
た
だ
い
た
。
質
問
の
趣
旨

を
踏
ま
え
今
後
も
対
応
す
る
。

　

障
害
福
祉
課
長　

�
東
京
都
も

近
隣
市
と
協
議
を
す
る
の
は
可
能
。

�
連
携
を
取
っ
て
い
な
い
。

　

�
自
転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い

て
�
危
険
道
路
や
坂
の
調
査
を
。

�
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
を
勧
め

る
べ
き
。
�
自
転
車
事
業
者
の
連

携
で
安
全
公
報
の
強
化
を
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
道
路
管
理

者
と
し
て
危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば

す
ぐ
対
応
す
る
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
個
人
の
責

任
だ
が
、
事
業
者
と
と
も
に
検
討

す
る
。
�
ど
う
徹
底
す
る
か
検
討
。

緑町にある障害者福祉センター

有効的な高架下の利用を

大
型
開
発
最
優
先
か
ら

市
民
生
活
最
優
先
へ

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
デ
フ
レ
経
済
の
も
と
で
、
市

民
の
生
活
実
態
は
苦
し
さ
か
ら
脱

し
き
れ
な
い
。
�
小
金
井
市
が
実

施
し
た
各
種
調
査
で
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
の
倒
産
件
数
は
５
年
間
で　
３２

件
負
債
総
額
は　

億
千　

万
円
で

１５５

６００

生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が

拡
大
し
、
私
立
幼
稚
園
の
保
護
者

補
助
金
、
介
護
保
険
の
利
用
料
の

減
免
な
ど
近
隣
各
市
と
比
較
し
、

劣
っ
て
い
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
施
策
の
展
開
を
す
べ
き
で
あ

る
。
�
市
が
発
表
し
た
今
後
５
年

間
の
財
政
計
画
は
、
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
再
開
発
事
業
な
ど
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に　

億
円
。
福
祉
と

３１９

教
育
に　

億
円
で
あ
る
。
こ
の
ま

８５

ま
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
税
金
が

回
ら
な
く
な
る
。
市
民
の
生
活
を

犠
牲
に
す
る
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
事
業
計
画
は
撤
回
し
、
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

�
開
発
に
関
す
る
市
民

の
希
望
は
高
い
。
都
市
間
競
争
に

勝
て
る
将
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
使
っ
て
い
き
た
い
。
�

小
金
井
市
の
財
政
状
況
か
ら
十
分

耐
え
ら
れ
る
金
額
だ
。

■
こ
の
他
、
ご
み
の
有
料
化
問
題
、

燃
や
す
ご
み
の
国
分
寺
市
と
の
共

同
処
理
問
題
を
質
問
し
ま
し
た
。 武蔵小金井駅南口の商店街

南
口
再
開
発
が
市
内
商
工

業
発
展
に
資
す
る
た
め
に

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

南
口
再
開
発
の
影
響
と
対
策
は
。

�
工
事
中
で
は
�
工
事
期
間
は
。

�
工
事
に
地
元
業
者
の
参
入
は
。

�
中
央
線
高
架
工
事
と
の
錯
綜
は
。

�
工
事
車
両
、
騒
音
や
埃
対
策
は
。

�
バ
ス
停
位
置
と
工
事
区
画
フ
ェ

ン
ス
の
照
明
、
仮
営
業
所
は
。
�

事
業
完
成
後
で
は
�
駅
周
辺
全
体

の
事
業
構
想
は
。
�
中
央
線
高
架

と
の
相
乗
効
果
は
。
�
駅
利
用
者

の
小
金
井
街
道
横
断
時
の
安
全
対

策
は
。
�
人
や
車
の
流
れ
の
変
化

は
。
�
購
買
力
が
集
中
し
な
い
か
。

�
中
央
線
高
架
下
利
用
に
つ
い
て

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
�
平

成　

年
度
末
完
了
�
地
元
業
者
育

２０
成
を
都
市
機
構
に
要
請
�
市
民
に

影
響
最
少
に
�
車
両
の
安
全
や
騒

音
、
埃
防
止
検
討
中
�
バ
ス
停
は

調
整
中
。
フ
ェ
ン
ス
照
明
等
は
必

要
。
仮
営
業
所
は
街
道
沿
い
�
�

具
体
計
画
な
い
が
農
工
大
通
り
、

蛇
の
目
通
り
カ
ラ
ー
舗
装
予
定
�

乗
降
者
数
約　

％
増
�
大
規
模
店

１０

商
圏
半
径
３
�
来
外
者
増
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
�
�
特
快

停
車
は
厳
し
い
。
横
断
者
は
信
号

と
横
断
歩
道
で
安
全
に
。
�
町
会

集
会
所
等
は
検
討
の
要
あ
り
。

　

経
済
課
長　

�
�
現
在
の
六
地

蔵
の
恵
み
黄
金
の
水
に
回
遊
期
待
。

　

市
長　

�
�
再
開
発
は
地
元
の

要
請
。
地
元
か
ら
提
案
欲
し
い
。

の
中
心
に
ど
ん
な
機
能
を
導
入
す

る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
市
民
参

加
で
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
市
民
公
募

委
員
２
名
を
含
む
「
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
連
続
立
体
交
差
事
業
関
連
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
で
ご
質
疑
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
新
た
な
委
員
会

を
設
置
す
る
考
え
方
は
な
い
。
�

ご
提
示
い
た
だ
い
た
福
井
駅
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た

形
で
高
架
下
利
用
が
図
れ
る
の
か
、

い
ろ
い
ろ
ご
意
見
等
も
伺
っ
た
中

で
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

高
架
下
利
用
に
つ
い
て
来
年
度

市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
意
見

を
聞
く
と
の
こ
と
だ
が
、
進
め
方

と
し
て
、
行
政
の
使
い
た
い
と
こ

ろ
を
先
に
決
め
て
残
っ
た
面
積
を

市
民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
と
し

て
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
が
全
く

な
さ
れ
て
い
な
い
。
�
新
た
に
市

民
を
公
募
し
て
、
市
民
参
加
の
高

架
下
利
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�
福

井
市
は
福
井
駅
高
架
下
利
用
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
高
架
下

利
用
に
つ
い
て
審
議
し
、「
産
業
、

観
光
、
文
化
な
ど
の
福
井
の
誇
り

と
宝
の
創
造
と
発
信
拠
点
の
場

所
」
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め

た
。
小
金
井
市
の
場
合
に
も
ま
ち

Ｊ
Ｒ
高
架
下
の
有
効
利
用

を
市
民
参
加
で


